
第１８７回幹事会議事要旨 

日 時 平成２６年１月３１日（金）１３：４５～１６：３０ 

場 所 日本学術会議大会議室 

出席者 （会長） 大西 隆 

（副会長）小林 良彰、家  泰弘、春日 文子 

（第一部）佐藤 学、大沢 真理、後藤 弘子、丸井 浩 

（第二部）山本 正幸、須田 年生、長野 哲雄 

（第三部）荒川 泰彦、巽 和行、相原 博昭、土井 美和子 

（事務局長）田口 和也 

（事務局次長）飯島 信也 

（課長等）渡邉 清、長谷川 和好、中澤 貴生、盛田 謙二、佐藤 正一 

審議事項等 

１ 前回議事要旨の確認が行われた。 

２ 前回の幹事会以降の諸報告事項について確認が行われた。 

３ 以下の公開審議が行われた。 

(1) フューチャー・アースの推進に関する委員会における分科会委員（１分科会）

を決定した。 

(2) 選考委員会における分科会委員（４分科会）を決定した。 

(3) 国際委員会運営要綱の一部改正（新規設置１件）を決定した。 

○新規設置

・持続可能な社会のための科学と技術に関する国際会議 2014 分科会 

(4) 分野別委員会運営要綱の一部改正（新規設置１件）を決定した。 

○新規設置

・哲学委員会 哲学分野の参照基準検討分科会 

(5) 報告「科学者から社会への情報発信のあり方について」について、家副会長

より、第 183 回幹事会での議論を踏まえた、その後の調整結果の説明があり、

審議の結果、承認した。 

(6) 報告「安全な原子力であることの要件－福島原子力事故の教訓－」について

総合工学委員会原子力事故対応分科会の矢川委員長及び成合委員より説明が

あり、審議の結果、分科会において改めて検討することとなった。 

(7) 平成 25 年度代表派遣について、実施計画の一部を変更することを決定した。 

(8) 平成 26 年度代表派遣について、代表派遣に係る旅費の配分計画を決定した。 

(9) Future Earth 最終提案書関係５か国会合に会員を派遣することを決定した。 

(10)15 件のシンポジウム等の開催、１件の国際会議及び６件の国内会議の後援を

決定した。 

４ その他事項として、第 166 回総会及び今後の幹事会開催日程について確認が行わ

れた。 



 
５ 以下の非公開審議が行われた。 

(1) フューチャー・アースの推進に関する委員会における分科会委員（特任連携

会員）を決定した。 

(2) 分野別委員会における分科会委員（特任連携会員）を決定した。 

(3) 外部委員候補者の推薦を決定した。 

 


